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壬生町町民活動支援センター「みぶりん」 
■開館時間        ■休館日 
火～金  10 時～18 時    月曜日･年末･年始 
土･日･祝 10 時～17 時  
（火～金は予約をして頂ければ 21 時まで利用可能です） 
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城内自治会（荒川克己会長）では、大型ごみステー

ションに資源ごみを一括収集し、回収業者へ持ち込む

ことにより自治会の資金集めに役立てています。 

輪番制で月に一度、当番班（１６班のうちの２班）

が資源ごみを一括収集すると共に、ペットボトルの潰

し･袋入れ、アルミ缶･スチール缶の分別などを行い、

ダンボール･新聞雑誌･缶などを回収業者に持ち込みま

す。 

自治会員の荒木繁美様は、「こういう作業をする事に

より環境問題を再認識できる」と話されていました。  

（取材担当：鈴木） 

〒321-0214 壬生町大字壬生甲 3843-1(保健福祉センター内) 

電話 0282-21-8731  FAX 0282-21-8732 
Mail: miburin@bz04.plala.or.jp 
http://www.town-mibu.com/miburin/ 
★メールアドレスを教えて頂ければ、毎月 

みぶりんだより（カラー版 PDF）をメールでお送りします。 
 
 

 

み ぶ り ん  だより 
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資源ごみ回収で資金集め/壬生小に

て「おみこし体験」（城内自治会） 

みぶりん活動発表会のお知らせ 

空き家を活用 お達者サロン「むつみ

の郷」オープン  （六美町北部地区） 

童謡フェスティバル参加（童謡を歌

う集い・少年少女合唱団・コール響） 

獨協の森にて放蝶会 

（オオムラサキの里を作る会） 

施設でオカリナ演奏（芹澤基信氏） 

交通安全教室（城南お達者サロン） 

愛リバーとちぎ黒川清掃 

（川の日を国民の祝日にしよう会） 

お知らせ 

・てんこく（落款印）体験開催参加 

者募集     （宮田次男氏） 

資源ごみ回収で 

資金集め 

壬生小にて｢おみこし体験」 

６月２６日、壬生小学校の３年生１１０人が、「壬生町の祭を知ろう」の授業の一環として、

城内自治会の協力のもと「おみこし体験」を壬生小学校の文武館にて行いました。「壬力の町

ガイドボランティアの会」の３名の方からも、八坂祭についての説明をしていただきました。

（取材担当：鈴木） 

 

 

 

輪番制で月に一度、当番班（１６班のうちの

２班）が資材ごみを一括収集すると共に、ペッ

トボトルの潰し･袋入れ、アルミ缶･スチール缶

の分別などを行い、ダンボール･新聞雑誌･缶な

どを回収業者に持ち込みます。 

自治会員の荒木繁美様は、「こういう作業を

する事により環境問題を再認識できる」と話さ

れていました。 

城内自治会 

ガイドボランティ

アの会」の３名の方

からも、八坂祭につ

いての説明をして

いただきました。 

（取材担当：鈴木） 

 

 

 第７回 みぶりん活動発表会を開催します 第７回 みぶりん活動発表会を開催します 

登録団体･個人の方の連携を､より一層深め、協働のまちづくりを 

推進するため、下記の通り開催いたします。 

日時▶９/１０(日) １０時～１２時 

会場▶壬生町保健福祉センター 会議室 

■内容 

●壬生町母親クラブ（児童館活動やその他の子育て支援活動について） 

●壬力の町ガイドボランティアの会（壬生町の観光ガイドについて） 

●まねきねこ・みぶ（みんなの食堂（こども食堂）について） 

★宇大生による沖縄太鼓（沖縄の伝統芸能であるエイサーを踊ります。） 

◇交流会…普段、なかなか接することのない方々と一緒にお茶を飲 

みましょう！ 

活
動
発
表 

どなたでも参加ＯＫです。奮ってご参加ください！ 

らっかんいん 

http://www.town-mibu.com/miburin/
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活動報告 

童謡フェスティバル参加 童謡を歌う集い・ 
壬生少年少女合唱団・コール響 

空き家を活用 お達者サロン｢むつみの郷｣オープン 

 

六美町北部地区 

６月２２日、六美町北部地区で初めてのお達者サロンが、「むつみの郷（大

西良雄会長）」を会場に開催されました。 

会場は、空き家であったものを所有者の佐藤久仁子氏が地域で活用され

るよう無償で提供されたもので、サロン役員の方々がバリアフリー等の一

部改修を行い、新たに「むつみの郷」としてオープンしたものです。壬生

町では、最初の空き家を活用した「お達者サロン」となりました。 

当日は、開講式のあと健康体操やハーモニカとオカリナ演奏、シンガー

ソングライターのサトウヒロコさんの飛び入り出演もあり、合唱や演奏を

楽しんでいました。今後の活動も楽しみです。    （取材担当：粂川） 

7 月 8 日、小山市で開催された童謡フェスティバルに「童謡を歌う集い」、「壬生少年少女合

唱団」、「コール響」の３団体が参加しました。この催しはなつかしの童謡会実行委員会が主

催し、小山市などから合計９団体が参加しました。また、童謡「七つの子」「赤い靴」など多

くの名作で知られる作詞家野口雨情の孫である野口不二子さんも参加され、野口雨情の世界

を解説してくださいました。 

「童謡を歌う集い」は「赤い靴」「夏の思い出」「月の沙漠」の３曲を歌いました。他の団体

に比べ少人数でしたが、全員が一生懸命歌い、会場に素敵な歌声を届けました。 

「壬生少年少女合唱団」・「コール響」は合同で参加し、「十五夜お月さん」「かんぴょう」

「いのちの歌」「乾杯の歌」の４曲を歌いました。歌も素晴らしかったですが、歌以外の演出

も好評で、満員の観客を楽しませてくれました。    （城址公園ホール 赤羽根 直樹 記） 

記） 

壬生少年少女合唱団・コール響 童謡を歌う集い 
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６月１８日、住宅型有料老人ホーム「サンフレンズ壬生」のお誕生会で、「芹澤基信様」に

オカリナ演奏をしていただきました。芹澤様は、南犬飼公民館のサークル「壬生オカリナク

ラブ」の代表で、自治会の集まりや施設などで、ボランティアでオカリナ演奏をされていま

す。 

曲はその時に合った歌を選んでいて、当日は、「我は海の子」「浜辺の歌」「上を向いて歩こ

う」「太陽がくれた季節」「川の流れのように」…などでした。施設利用者の方は、歌が大好

きという方が大勢いて、毎日カラオケで歌っているとのことで、歌詞カードを見ながら大声

で元気良く歌っていました。 

全員が、楽しくなごやかなひとときを過ごせたと思います。     （取材担当：鈴木） 

 

活動報告 

施設でオカリナ演奏 

「オオムラサキの里を作る会」（大島菊夫会長）が主催の、「オオムラサキの放蝶会」が獨協

医科大学病院南の「獨協の森」で、６月２０日に開催されました。ステラ獨協前保育園及び

メリーランド保育園の園児計約６０人や獨協医科大学学長の稲葉先生などが参加しました。 

壬生町の町木でもあるエノキが植えられている獨協の森のなかにネットで囲んだ空間が作

られており、その中で観察会を楽しみました。オオムラサキ約２０匹が放たれると、蝶に触

れることが初めての多くの園児たちは、最初は怖がっていましたが、慣れてくると手にのせ

て「ムラサキ色がきれいだなぁ～」「飛んでいるとヒラヒラと羽根が綺麗だね」と、笑顔で話

してくれました。                        （取材担当：小田垣） 

芹澤 基信様 

獨協の森にて放蝶会 オオムラサキの里を作る会 

登録№ 名　　称 活  動  内  容
団体231 城南お達者サロン 和やかで明るいサロン活動を行っています。
団体232 （※名称非公開です） （※内容非公開です）

団体233 北小林お達者ファミリー 健康体操や講座、お年寄りでも出来る遊びを行っています。

個人35 芹澤　基信 自治会、施設等でオカリナ演奏によるボランティア活動をしています。

個人36 サトウ　ヒロコ 言葉の授業（せんたく授業）。音楽の授業。呼吸のしかたを教えます。

新規登録団体・個人(6/21～7/20) みぶりんでは、団体･個人の登録を随時受け付けています。
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活動報告 

【編集後記】■最近、ＴＶ番組で水の飲み過ぎによる「水中毒」の放送があり、水は少量を細目に塩分補給

は忘れずに、私も「塩飴」で適度に補給。（粂川）■最近の集中豪雨や異常な暑さは、昔は無かったことで

す。地球温暖化の影響なのでしょうか？果たして３０年後はどうなるか？末恐ろしい限りです。（鈴木） 

■二男が昆虫を飼いはじめ、カブトムシとクワガタのお世話をしています。（小田垣）■すっかり暑くなっ

たので、自分だけでなく犬の体調も心配しながら散歩しています。（坂本） 

お知らせ 

★ボランティアの募集､イベント･講座のお知らせ、自団

体の活動紹介、報告など「みぶりんだより」に載せて

欲しい内容がございましたら、ぜひお寄せ下さい。 

☆みぶりんだよりは下記のところに置いています☆ 

みぶりん･壬生町役場･各出張所･各ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ･各公民館･生涯学習館･図書館 

体育館･みらい館･おもちゃ博物館･ふれあい交流館･各小中学校･壬生高校 

城南水井厚生館での城南お達者サロンにて６月２３日に交通安全教室が行われました。 

町内で初めて歩行環境シュミレーター「わたりジョーズくん」を使用し、３メートルほどのスクリ

ーンの前で「信号なしの横断歩道を渡る」という設定を体験した後に、横断歩道を渡る時の左右確認

の重要性、渡っている最中気を付けることなどの解説を受けました。 

体験した方は、「最初渡る前には左右確認をよくしていたけど、いざ渡るとなると早く渡ろうという

気持ちが出てしまって前しかみなくなり、渡り終える頃に慌てて左右確認をするようになってしまっ

た。良い経験でした。ある程度年齢を重ねたら、まめにやってみたい」と話されていました。（取材担

当：坂本） 

交通安全教室 

「川の日を国民の祝日にしよう会

（桑原史朗会長）」では、県で推進して

いる「愛リバーとちぎ（※１）」の認可

を受け、７月７日（国土交通省「川の

日」制定日）に、黒川の東雲（しのの

め）橋から東雲さくら橋の間、約 400

ｍの河川敷を、約１時間清掃しました。

ごみの量は、金属ゴミを含めて、45L の

ポリ袋で 19 袋となりました。 

「川の日を国民の祝日にしよう会」

では、今後も年 3 回、黒川清掃を実施

する予定です。 

※1：河川環境の維持向上や川を愛す

る心を育むため、ボランティア団体、

市町村、県（河川管理者）の三者がパ

ートナーとなって、連携し協力しなが

ら行っている環境美化活動。（取材担

当：鈴木） 

愛リバーとちぎ･黒川清掃 川の日を国民の祝日にしよう会 

城南お達者サロン 

    てんこく体験講座

（落款印作り）開催 

ーンの前で「信号なしの横断歩道を渡る」という設定を体験した

後に、横断歩道を渡る時の左右確認の重要性、渡っている最中気

を付けることなどの解説を受けました。 

体験した方は、「最初渡る前には左右確認をよくしていたけど、

いざ渡るとなると早く渡ろうという気持ちが出てしまって前し

か見なくなり、渡り終える頃に慌てて左右確認をするようになっ

てしまった。良い経験でした。ある程度年齢を重ねたら、まめに

やってみたい」と話されていました。   （取材担当：坂本） 

 前回開催しました本講座は大好評であったことから

再度の開催要望を受け、下記の通り講座を開催します。 

是非、自分で彫った、世界にひとつしかないオリジ

ナル印を、年賀状や趣味の作品に押してください。 

日時▶９月１７日（日）１３：３０～約３時間 

場所▶壬生町保健福祉センター ２階ボランティア室 

定員▶２０名（申し込み順）費用▶３００円（材料費） 

申込▶８月１５日（火）より、みぶりん窓口にて受け

付けます。（定員になり次第終了） 

問合先▶町民活動支援センター（みぶりん）☎21-8731 

らっかんいん 

「川の日を国民の祝日にしよう会」では、今後も年 3 回、黒川清掃を実施する予定です。 

※1：河川環境の維持向上や川を愛する心を育むため、ボランティア団体、市町村、県（河川管理者）

の三者がパートナーとなって、連携し協力しながら行っている環境美化活動。（取材担当：鈴木） 

●ボランティア活動をしてみたい、ボランティア

活動の募集をしたい 

●ボランティア団体・NPO 団体などの情報が欲しい 

●地域活動・ボランティア活動などのために印

刷機を使いたい、パソコンを使いたい、会議

室を借りたい…という方！！ 

みぶりんが応援します 

どうぞお気軽にお立ち寄りください。 

町民の活動を支援しています。 


